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本日の発表内容

本日 AM11:30 プレスリリース

テラヘルツ帯を用いた、

屋外カバレッジの構築に成功！

プレスリリース
先端技術研究所HP

解説記事
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屋外実証実験について

先端技術研究所 先端無線統括部 6G準備室

研究員 保前 俊稀
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東京ポートシティ
竹芝

ココに
基地局相当
を設置

屋外実証実験の概要
テラヘルツを用いて、実際に車道に沿ってエリア化できることを確認する
東京都港区海岸1丁目（ソフトバンク本社前の直線道路）
後述

目 的：
実験場所：
無線諸元：

歩道橋に基地局相当の無線機を設置し、端末
相当の無線機を搭載した車で道路を走行

移動しながら受信し、エリア化できるかを検証
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テラへルツエリアを実現するアンテナ

コセカント2乗ビーム

伝搬損失が大きいため、ビームを絞ったエリア設計が必要

水平面 垂直面

基準点
伝搬損失 -10dB

アンテナ利得 +10dB

伝搬損失 -20dB

アンテナ利得 +20dB
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基地局と端末アンテナの垂直面パターンをコセカント(1乗)
ビームにすることで、距離の伝搬損失を打ち消す特性を実現

基準点 伝搬損失 -10dB
送受アンテナ利得合計 +10dB

伝搬損失 -20dB
送受信アンテナ利得合計 +20dB

基地局

端末

コセカントビームアンテナの開発
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システム構成

周波数変換器
(受信)

LO

5G対応
エリア測定器

300 GHz

→ 3.9 GHz

試験パラメータ

無線周波数 300 GHz

通信方式 5G NR

基地局ID 25

送信電力 (EIRP) 0 dBm (20 dBm)

受信アンテナ利得 20 dBi

走行速度 0 ~ 約30km/h

信号発生器
(5G NR 変調)

LO

周波数変換器
(送信)

300 GHz

1. SGにて 5G NR信号を生成

2. 300 GHzに変換

3. 受信側で5G周波数に変換

4. 商用の測定器でNRとして復調

5. 受信電力を記録

受信側送信側

実験の構成
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送信側 受信側基地局用コセカントアンテナ

端末用コセカントアンテナ

実験風景
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基地局

実験結果

✓ 10 – 140 mで300 GHz基地局の報知信号の復調に成功
✓ 通常5Gのエリア端はRSRP = -110 dBm程度のため、長い直線では、
さらに長距離のエリア化が見込める。
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走行しながら、リアルタイムに表示される

 テラへルツエリア  をご覧ください。

デモのイメージ
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走行時間

後部座席風景

測定車に乗車いただきます

ディスプレイ画面

走行時間に対する
受信電力特性

走行地点に対する
受信電力分布
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本日の発表内容

本日 AM11:30 プレスリリース

テラヘルツ帯を用いた、

屋外カバレッジの構築に成功！

プレスリリース
先端技術研究所HP

解説記事
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